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破
風
山
チ
ー
ム（
大
石
）
、町
代
表
で
み
ご
と

　
県
大
会
を
制
す
！

価
値
あ
る
勝
利
！
小
立
・
船
津
ミ
ニ
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
～
さ
ざ
な
み
カ
ッ
プ
～

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

小
池
百
合
子
環
境
大
臣
に

船
津
・
河
口
小
の
子
ど
も
た
ち
が
提
言
！

　
　
　
～
湖
の
子
環
境
会
議
～

まちかど情報局まちかど情報局情報局
★
★

★
★

★
★

★
★

　
第
１
回
子
ど
も
ク

ラ
ブ
別
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル･
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
８

月
８
日
、
町
民
グ
ラ

ン
ド
、
町
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
16
チ
ー
ム
、
ミ
ニ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
17
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
熱
い
戦
い
を

繰
広
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
の
運
営
は
、
管
内
の
中
学
校
か

ら
選
出
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
み
な
さ
ん
が

行
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
、
先
の
通
り
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
優
勝
　
破
風
山（
大
石
）、準
優
勝
　
富
士
桜（
船
津
）、

　
第
３
位
　
高
尾
（
船
津
）
、

　
第
４
位
　
大
檜
（
河
口
）
。

ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
優
勝
　
う
の
島（
大
石
）、

　
準
優
勝
　
西（
小
立
）、　
　

　
第
３
位
　
破
風
山（
大
石
）、

　
第
４
位
　
山
彦（
船
津
）。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

会
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
8

月
21
日(

土)

に
昭
和
町
で

行
わ
れ
た
県
大
会
へ
富
士

河
口
湖
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
で
は
、
大
石
地
区
の
破
風
山
チ
ー
ム
が
み
ご
と

優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

で
は
、
同
じ
く
大
石
地
区
の
う
の
島
チ
ー
ム
が
第
３

位
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
さ
れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
、
育
成
会
、
子
ど

も
ク
ラ
ブ
、
青
少
年
育
成
推
進
員
方
々
、
関
係
者
の

み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
８
月
20
日
～
22
日
に
行
な
わ
れ
た
関
東
大
会
『
さ

ざ
な
み
カ
ッ
プ
』
に
お
い
て
、
富
士
河
口
湖
町
の
女

の
子
た
ち
の
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。
山
梨
県
代
表
と

し
て
、
強
豪
ひ
し
め
く

関
東
大
会
の
舞
台
で
、

小
立
ミ
ニ
バ
ス
が
１
勝
、

船
津
ミ
ニ
バ
ス
が
２
勝

を
あ
げ
、
小
立
ミ
ニ
バ
ス

が
12
位
、
船
津
ミ
ニ
バ

ス
が
15
位
と
い
う
結
果

を
収
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
勝
利
を
胸
に
、
秋
の
大

会
で
、
再
び
山
梨
県
の

代
表
権
が
取
れ
る
よ
う

両
チ
ー
ム
の
健
闘
を
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
一
高
い
山
「
富
士
山
」
が
そ
び
え
る
山
梨
県

と
静
岡
県
、
日
本
一
大
き
い
湖
「
琵
琶
湖
」
を
か
か

え
る
滋
賀
県

の
３
県
の
子

ど
も
た
ち
に

よ
る
『
子
ど

も
環
境
交
流

事
業
』
が
８

月
６
日
～
８

日
、
滋
賀
県

で
行
な
わ
れ

ま

し

た

。
こ

の
『

子

ど

も

環

境

交

流

』

事
業
に
、
山

梨
県
代
表
と

し

て

、
船

津

小
と
河
口
小

か
ら
21
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
中
で
行
な
わ
れ
た
「
湖
の
子
環
境
会

議
」
で
は
、
小
池
百
合
子
環
境
大
臣
、
国
松
善
次
滋
賀

県
知
事
を
交
え
て
、
び
わ
湖
・
富
士
山
の
環
境
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
小
池
環
境
大
臣
に
、
富
士
河
口
湖
町

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
富
士
山
の
環
境
に
対
し
て
積
極

的
な
提
言
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
体
力
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
（
健
康
プ
ラ
ザ
）
に
、

河
口
在
住
で
健
康
プ
ラ
ザ
利

用
者
の
方
か
ら
３
万
円
相
当

の
お
茶
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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お
め
で
た
（
出
生
）

新
田
　
百
杏
　
　
雄
　
將
　
由
　
佳
　
船
津

雨
宮
　
梨
恋
　
　
憲
　
二
　
美
　
加
　
船
津

外
川
阿
珠
璃
　
　
　
剛
　
　
　
望
　
　
船
津

白
壁
　
夏
菜
　
　
喜
　
博
　
貴
　
子
　
船
津

雨
宮
　
里
奈
　
　
由
　
幸
　
美
千
代
　
船
津

小
佐
野
蒼
汰
　
　
健
　
二
　
由
美
子
　
船
津

瀧
口
信
之
介
　
　
　
信
　
　
め
ぐ
み
　
船
津

前
田
菜
々
美
　
　
　
実
　
　
真
基
子
　
船
津

白
須
　
悠
馬
　
　
政
　
彦
　
眞
　
紀
　
船
津

杉
山
　
愛
梨
　
　
　
一
　
　
恵
　
美
　
船
津

三
橋
　
怜
奈
　
　
博
　
和
　
志
　
穂
　
船
津

上
野
　
那
都
　
　
一
　
希
　
路
　
子
　
小
立

町
田
　
翔
磨
　
　
国
　
男
　
陽
　
子
　
小
立

渡
邊
　
泰
新
　
　
庄
　
一
　
正
　
代
　
小
立

流
石
　
愛
莉
　
　
勝
　
英
　
亜
　
矢
　
勝
山

木
村
飛
宇
哉
　
　
英
　
信
　
初
　
美
　
勝
山

小
佐
野
颯
大
　
　
偉
　
功
　
絵
里
奈
　
勝
山

小
佐
野
夏
妃
　
　
和
　
哉
　
富
　
美
　
勝
山

三
浦
　
輝
雄
　
54
歳
　
三
浦
　
房
子
　
船
津

井
出
よ
し
江
　
84
歳
　
井
出
　
　
弘
　
船
津

お
子
さ
ん

父

母

　
６
月
の
広
報
誌
で
募
集
し
ま
し
た
２
つ
の
橋

の
名
称
と
、
河
口
二
期
バ
イ
パ
ス
の
ト
ン
ネ
ル

の
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
寺
川
に
か
か
る
橋

　
　
な
み
な
み
橋

　
　
　
　
　
命
名
者
（
北
中
１
年
、
天
野
菜
々
子
さ
ん
）

　
‐
こ
の
橋
は
、
町
が
工
事
し
て
６
月
に
完
成
し
て
、
現

在
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
‐

■
山
の
神
川
に

　
　
　
　
架
か
る
橋

　
　
う
き
う
き
橋

　
　
　
　
　
　
　
命
名
者
（
北
中
１
年
、
田
中
洋
輔
君
）

　
‐
こ
の
橋
は
、
山
梨
県
の
事
業
と
し
て
工
事
が
進
め
ら

れ
、
来
年
３
月
末
が
完
成
予
定
で
す
。

■
河
口
二
期
バ
イ
パ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
　
　
　

　
　
　
　
追
坂
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
命
名
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
中
１
年
、
中
村
紘
子
さ
ん
）

　　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
山
梨
県
の
事
業
で
８
月
末
に
貫
通

し
ま
し
た
。
河
口
地
区
の
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
の
河
口

バ
イ
パ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
バ
イ
パ
ス
は
、
平
成
20
年

以
降
の
完
成
予
定
で
す
の
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
供
用
開
始
は

平
成
20
年
以
降
に
な
り
ま
す
。

１ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止対策の推進

２ シートベルトとチャイルドシートの

　 正しい着用の徹底

３ 運転中の携帯電話使用禁止の徹底

４ 飲酒運転等悪質・危険な運転の追放

｢秋の全国交通安全運動｣

平成１６年９月２１日(火)～９月３０日(木)

運動の重点目標

　
富
士
河
口
湖
町
で
は
、
10
月
よ

り
住
宅
等
で
発
見
が
困
難
な
箇
所

の
漏
水
に
よ
り
、
多
量
の
使
用
料

と
な
っ
た
方
に
対
し
て
減
免
措
置

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
漏
水
を

発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
修

理
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
水
資

源
の
保
護
を
図
る
た
め
で
す
。
修
理
工
事
は
、
町
指
定

の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
、
工
事
前
と
完
了

後
の
写
真
を
添
付
し
て
町
の
指
定
の
免
除
申
請
書
に
よ

り
申
請
を
す
る
も
の
で
、
減
免
期
間
は
、
漏
水
発
見
及

び
修
理
を
含
め
四
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
上
水

道
の
免
除
数
量
に
合
わ
せ
て
、
下
水
道
料
金
も
免
除
と

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
水
道
課
（
72
‐
1
6
2
0
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
等
の
水
道
の
漏
水
修
理
及
び

こ
れ
に
伴
う
使
用
料
の
免
除
に
つ
い
て (

お
知
ら
せ)

国道137号

北岸バイパス

国道137号

北岸バイパス

追坂トンネル

〈予想図〉

〈予想図〉〈予想図〉
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富士山河口湖音楽祭2004

オープニングコンサート
会場：河口湖ステラシアター

森の音楽会　
会場：河口湖総合公園芝生広場

藤原真理 チェロミニコンサート
会場：山梨赤十字病院

吹奏楽トップチームによる野外コンサート
～全国吹奏楽コンクール金賞受賞校による夢の共演～

会場：河口湖ステラシアター

「富士山河口湖音楽祭2004」「富士山河口湖音楽祭2004」

　
８
月
15
日
（
日
）
か
ら
21
日
（
土
）
ま
で
の
一
週
間
、
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
、
河
口
湖
円
形
ホ
ー
ル
を
中
心
に
「
富
士
山
河
口
湖
音
楽
祭
２
０
０
４
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。28
の
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
２
つ
の
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
各
所
で
開
催
さ
れ
、
ま
た
ホ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
場

所
で
も
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
盛
大
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
音
楽
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
コ
ン

サ
ー
ト
。
今
年
も
県
内
を
代
表
す
る
吹
奏

楽
チ
ー
ム
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
出
演

で
、
地
元
の
み
な
ら
ず
県
内
外
か
ら
多
く

の
方
々
が
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
は
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
部
門
で
昨
年
全
国
大
会
に
出

場
し
た
都
留
第
二
中
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
西
関
東
大
会

に
出
場
し
た
下
吉
田
第
二
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
や
敷
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
そ
し
て

今
年
も
県
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
員
で
編
成

す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ン
ド
富
士
山
河
口
湖

音
楽
祭
特
別
バ
ン
ド
が
出
演
し
、
選
り
す

ぐ
り
の
曲
目
を
披
露
し
ま
し
た
。
１
時
間

30
分
間
の
演
奏
が
音
楽
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
相
応
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
最
高
の

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
首
都
圏
の
吹
奏
楽
チ
ー
ム
の
中
で
、
毎

年
全
国
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
の
栄

冠
に
輝
く
チ
ー
ム
が
東
海
大
高
輪
台
高
校
、

埼
玉
栄
高
校
、
習
志
野
高
校
の
３
校
で
す
。

各
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
だ
け
で
も
同
じ
高
校
生
や
中
学
生

に
と
っ
て
は
、
夢
の
よ
う
な
企
画
。
こ
の

３
校
の
コ
ン
サ
ー
ト
共
演
は
こ
れ
ま
で
に

は
な
く
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
あ
る
演

奏
で
会
場
の
聴
衆
約
２
３
０
０
名
の
方
々

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
富
士
山
の
麓
だ
か
ら
こ
そ
、
自
然
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
…
高
校
生
の
ち

ょ
っ
と
し
た
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
森
の
音
楽
会
」
。

今
年
も
森
の
中

に
落
ち
て
い
る

木
切
れ
と
、
空
き

缶
な
ど
を
使
い
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
楽

器
を
作
り
音
楽

を
通
し
て
子
供

た
ち
約
50
人
で

楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し

た
。

　
国
内
を
代
表
す
る
チ
ェ
リ
ス
ト
藤
原
真
理
さ
ん

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
山
梨
赤
十
字
病
院
内

レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
病
院
で
入
院

さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
病
院
関
係

者
や
一
般
に
訪

れ
た
方
々
約
１

５
０
名
の
方
で

大
変
な
盛
り
上

が
り
を
み
せ
、

藤
原
さ
ん
の
奏

で
る
チ
ェ
ロ
の

響
き
に
心
を
和

ま
せ
る
様
子
が

い
た
る
と
こ
ろ

で
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

15日
（日）

16日
（月）

17日
（火）

19日
（木）
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富士山河口湖音楽祭2004

佐渡裕による音楽教室　会場：勝山小学校

　　　　　富士山河口湖音楽祭山梨県中学生特別バンドによる

　　　　　アンサンブルミニコンサート　

会場富士急行電車内,河口湖遊覧船上.河口湖美術館.中原淳一美術館.河口湖駅前.天上山カチカチ山公園.ショッピングセンター BELL

佐渡裕 指揮
シエナ・ウインド・オーケストラ

コンサート

町に音楽の新しい風を送り込んだ町に音楽の新しい風を送り込んだ

　
こ
の
音
楽
祭
の
監
修
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
世
界
的
な

指
揮
者
佐
渡
裕
さ
ん
が
、
勝
山
小
学
校
で
一
日
先
生
と

な
り
音
楽
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
勝
山
小
６
年
生
約

20
名
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
持
ち
込
み
、
ま
た
、
佐
渡
さ
ん
の

師
匠
で
あ
る
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
演
奏
会

ビ
デ
オ
な
ど
を
見
な
が
ら
楽
し
い
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
祭
の
た
め
に
県
内
の
中
学

生
を
対
象
に
特
別
に
編
成
さ
れ
た
特
別

バ
ン
ド
１
０
２
名
の
中
学
生
が
４
、
５
名

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
富

士
急
行
の
電
車
内
、
河
口
湖
遊
覧
船
上
、

天
上
山
か
ち
か
ち
山
公
園
、
河
口
湖
駅

前
、
河
口
湖
美
術
館
、
中
原
淳
一
美
術
館

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

の
各
会
場
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
会
場
と
も

子
供
達
の
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
優
雅
で
繊
細
な
佐
渡
裕
の
指
揮
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
サ
ウ
ン
ド
で
国
内
の
ブ

ラ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
リ
ー
ド
す
る
シ
エ

ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
静
か

な
調
べ
か
ら
幅
広
い
年
代
が
楽
し
む
音
楽

ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
奏
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
は
毎
回
恒
例
と
な
り
ま

し
た
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」
の
合
奏
が
行

わ
れ
、
会
場
内
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を

持
参
し
て
子
供
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
ス

テ
ー
ジ
で
共
演
し
ま
し
た
。
最
後
に
感
動

的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、
拍
手
喝
采
の

う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

20日
（金）

20日
（金）

21日
（土）

このコンサートの模様が11月2日(火)、午前8:00～8:55　NHKハイビジョン

「クラシック倶楽部」で放送されます。


